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川本 信幹（日本体育大学名誉教授・日本語学研究所研究主管）
映像で学ぶ言葉の力

「日本語っておもしろいねえ」と語り合える教室を
甲斐 利恵子（東京都台東区立御徒町台東中学校教諭）
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　新しい学習指導要領は、学校教育の大きな目標の一つに「言葉の力をはぐくむ」を掲げています。しかし、言葉の力をはぐくむ
ことは、「言うは易くして行うはかたし」という大きな課題です。この課題を達成するには、学校のすべての教育活動による継続
的な指導が必要です。中でも、国語科教育にはその中心教科として大きな責任がかかってきます。
　「言葉の力をはぐくむ」指導の内容は主として言語事項にかかわるものですが、いずれも地味で、継続的な努力が必要ですが、
生徒の関心をとらえにくいものです。
　本シリーズでは、様々な言語事項の学習を映像化することによって生徒の興味を喚起し、言葉の学びを楽しく進めようとするも
のです。いずれの巻も指導者と生徒が一緒になって学習を進めるという形式が取られています。学校生活や社会生活の中での具
体的な言語活動例が用意され、専門家の撮影した鮮明な映像と指導者役による明晰なナレーションで生徒の理解を助けます。
　「言葉の力をはぐくむ」学習はどうあるべきか、ご自分の目でお確かめのうえ、楽しい学習指導の創造にご活用下さい。

　「言葉」を学ぶことは楽しい。それは、大人も中学生も同じである。「言葉」が話題になると、教室がとたんに明るくなる。この
『言葉をはぐくむ』シリーズを見て、「日本語っておもしろい」「日本語についてもっと知りたい」「よし、この言葉を使ってみよう」
とつぶやく中学生の声が聞こえそうである。教室での活用について、いくつか提案したい。
❶ビデオを見ながら聞き取りメモをし、パンフレットにまとめる。
　聞くことの学習にもつながるものである。要点を聞き取り、自分なりのパンフレットにまとめる。さらに自分で調べたものを加え
てオリジナルのパンフレットを作っても楽しいのではなかろうか。
❷「言葉」に関する単元の「導入」として観て、この中から自分の学習課題を決める。
　このシリーズには日本語の特質をはじめ、さまざまな「言葉」の学習の課題が提示されている。「もっと詳しく調べてみよう」と
いう学習の「導入」に活用できる。
❸「言葉」に関する単元の「まとめ」にする。
　この中にはさまざまなテーマがあるので、それぞれの学習の「まとめ」に活用できる。しっかりした「まとめ」があれば学習は定
着し、さらに、学習したことを日常生活に生かしていこうという意欲も喚起できる。
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「言葉の力をはぐくむ」シリーズ
　言葉の力を支えるものとして最も大事な要素は語彙でしょう。
　本巻では、日本語の語彙について様々な角度から考えさせ、言葉を豊かにする方法を学ばせます。学校
での普段の会話や教室の情景や街の光景の中で漢語、和語、外来語を見付けてそれぞれの性質を理解させ
ます。また、対義語・類義語・多義語について類義語辞典や反対語辞典などを使って調べたり、ゲーム形式
で言葉を出し合ったり、社会人の意見を聞いたりして語彙を増やすことを学ばせます。さらに、語彙を豊か
にする具体的な方法（辞書の利用、読書、新聞の活用など）を提示して、自発的な語彙学習の手立てとします。

～日本語の語彙～第1巻  言葉を豊かに

　言葉のきまり、つまり文法は、言葉の運用の仕方の学習に欠くことのできない重要な要素であるにもかか
わらず、その学習は敬遠されがちです。
　本巻では、クイズ形式や生活の中での具体例などを取り込んで、気軽に楽しく文法の学習をさせる方法を
具体的に解説します。
　日常生活で何気なく使い、耳にしているのに、実は言葉のきまりを外れているものが少なくありません。
言葉のきまり（文法）を知らないために起きる様々な間違いの事例、近年誤用例として議論の種になってい
る様々な事例を、実際の場面に再現して、言葉のきまり（文法）を知ることの重要性を解説していきます。

＜内容＞・《ら抜き》言葉　・《さ入れ》言葉　・「千円から、お預かりします」　・「ぼくは、ゆで卵だ！」　他

第2巻  言葉のきまり　～文法の大切さ～

　学校や家庭や社会生活の様々な場面で、とっさにどのような言葉を使ったらいいのか迷うことがあります。
円滑なコミュニケーションのためには、場面や相手に応じた言葉を選ぶことが大切です。挨拶の言葉の使い
分けの事例から始まり、中学生が友人宅に電話を掛けたり、改まった手紙を書いたりする事例、友人に謝罪
する事例、教室での短いスピーチの事例などを通して、言葉を選んで使うことの大切さを示し、それぞれの
具体的な方法を紹介します。

＜内容＞・友達の父親と電話で話す場合　・改まった手紙を書く場合（話し言葉と書き言葉）・友達に謝罪する場合　・スピーチ　他

第3巻  言葉を選ぶ　～場面に応じた言葉～

　そんなつもりはなかったのに相手を怒らせたり、自分の考えたことが相手にうまく伝わらなかったりして
後悔したりもどかしい思いをしたりすることがあります。これは言葉をうまく生かして使っていないことから
起きる現象です。言葉を生かして使うことが求められるのは、敬語です。
　敬語については、短い時間で公式どおりの指導をしたのでは生徒の興味を喚起することはできません。
本巻では、クイズ形式を取り入れたり、社会生活の様々な場面や学校・教室での使用例を見たりしながら進
行し、その役割や働きを考えさせます。特に、尊敬語と謙譲語の違いについて分かりやすく解説します。

＜内容＞・尊敬語　・謙譲語　・丁寧語　・敬語クイズ　・社会人の敬語　他

第4巻  言葉を生かす　～敬語の使い方～

　本巻では、言葉の力をはぐくむ学習のまとめとして、美しい、洗練された日本語表現とはどういうものかを
考えさせます。まず美しいリズムを感じさせる近代詩や和歌・俳句などを取り上げて、洗練された日本語を
感得させます。続いて、言葉のイメージを広げる比喩や慣用句の具体的な使用場面を見たり、さらに古典か
ら生まれた故事成語などを取り上げたりして、洗練された言葉を使うことのすばらしさを感じさせ、言葉を
磨くことの必要性を考えさせます。
　最後のまとめとして、本シリーズの監修者から、言葉の力をはぐくむための発展的な4つのポイントが分
かりやすく解説されます。

＜内容＞・比喩　・慣用句　・故事成語　・シリーズのまとめ（監修　川本信幹先生）　他

第5巻  言葉を磨く　～洗練された日本語表現～

＜内容＞・漢語　・和語　・外来語　・類義語　・対義語　・多義語　他

協力：（敬称略・五十音順）
岩波書店・大池リンゴ園・カインズホーム昭島店・講談社・昭和の森ゴルフコース・大修館書店・東京堂出版・Nathan's麻布店・明治書院


